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複合化した輸送現象における熱力学解析 

Abstract
二つ以上の非可逆過程が複合化した輸送現象は、時に創発的な時空間構造を示す。化学
反応と拡散過程が干渉するBelousov–Zhabotinsky反応や熱と運動量輸送が干渉する
Rayleigh–Bénard対流や拡散と運動量輸送が干渉するMarangoni対流は、平衡から離れる
と空間的な対称性が崩れ、安定した創発的な時空間構造を形成する。この創発的な時空
間構造の特徴は、巨視的な駆動力に直交する方向に熱力学流束が創発し、その創発流束
が存在する直交面内でエントロピーを生成しながら安定な構造を形成する点にある。時

空間構造の発展や安定性は、非線形力学によ
り詳細に議論できるが、異なる現象間の構造
に質的な共通点がない限り、時空間構造を統
一的に理解することはできない。本セミナー
では、様々な複合化した輸送現象における時
空間構造を、熱力学流束を用いて平衡系の相
のように規定し、エントロピー生成を用いて時
空間構造の発展および安定性を解析する方法
について、概説する。 
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